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マカルー峰東稜より登頂に成功 !!

マカルー登山隊19950隊長 重廣恒夫

チョモロンゾ峰よりみたマカルー峰東稜

日
本
で
は
野
山
の
彩
り
も
初
夏
の
様
相
を

呈
し
て
き
た
頃
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
そ
の
後
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
早
い
も
の
で
二
月
十
五
日
に
日
本

を
出
発
し
、
未
踏
の
マ
カ
ル
ー
東
稜
に
赴
い

て
、
本
日
で
百

一
日
が
経
過
し
ま
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
地
方
で
は

一
九
八
八
年
以
来
の

大
雪
に
遭
遇
し
、
偵
察
隊
は
ル
ー
ト
の
偵
察

は
お
ろ
か
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
に
接

近
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
本
隊
を
迎
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
夏
道

と
は
違
う
行
程
と
、
い
く
つ
も
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
た
複
雑
な
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
難
渋
し
、

雪
深
い
マ
カ
ル
ー

・
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
入

っ
て
か
ら
も
は
や
五
十
六
日
が
過
ぎ
去
り
ま

し
た
。
入
山
当
初
、積
雪
量
が

一
二
〇
セ
ン
チ

も
あ
っ
た
雪
の
台
地
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
強
烈

な
太
陽
光
線
で
い
つ
の
間
に
か
溶
け
、
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
ツ
ツ
ジ
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
大
群
落

と
な
り
、
あ
ち
こ
ち
に
可
憐
な
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
木
々
の
間
を

何
種
類
も
の
小
鳥
が
さ
え
ず
り
、
ま
さ
に
今

の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
は
桃
源
郷
の
様
相
で
す
。
＞

さ
て
、
登
山
活
動
の
ほ
う
は
二
月
二
十
日
　
１

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
到
着
以
来
、
二
九
六
〇
メ
　
＜

―
ト
ル
か
ら
順
調
に
伸
び
て
い
た
ル
ー
ト
も
、

Ｃ
３
か
ら
Ｃ
４
へ
は
複
雑
な
ル
ー
ト
エ
作
が

十
日
以
上
、
立
ち
は
だ
か
る
ア
イ
ス
ビ
ル
デ

イ
ン
グ
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
の
ア
イ
ス
ウ
ォ

ー
ル
の
ル
ー
ト
開
拓
に
Ｃ
４
か
ら
Ｃ
５
が
二

週
間
以
上
か
か
る
な
ど
、
想
像
し
た
よ
り
難

し
い
ル
ー
ト
で
、
登
山
計
画
が
予
定
よ
り
大

幅
に
遅
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ベ
ー
ス
キ
ヤ

ン
プ
で
つ
か
の
間
の
休
養
を
と
っ
た
登
山
隊

員
、
シ
ェ
ル
パ
は
五
月
二
日
か
ら
順
次
上
部

キ
ャ
ン
プ
に
移
動
。
五
日
は
悪
天
の
た
め
各

キ
ャ
ン
プ
で
停
滞
。
六
日
よ
り
大
量
降
雪
で

埋
ま
っ
た
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
掘
り
起
こ
し
た
り
、

雪
崩
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
支
点
を
修
復
し
な

号
４９



(第二種郵便物認可)山  601-199506020

が
ら
Ｃ
５
に
向
か
い
ま
し
た
。
＋
上

日
は
六

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
難
し
い
氷
壁
に

ル
ー
ト
を
開
拓
、
十
二
日
以
降
は
深
い
ラ
ッ

セ
ル
に
苦
し
み
な
が
ら
も
ル
ー
ト
を
伸
ば
し

て
き
ま
し
た
。

私
は
そ
れ
ま
で
長
く
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に

お
り
ま
し
た
が
、
十
三
日
か
ら
は
マ
カ
ル
ー

東
稜
の
全
容
が
見
渡
せ
る
五
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
地
点
に
滞
在
し
、
最
後
の

一
瞬
に
賭
け
た

指
揮
を
取
り
ま
し
た
。

途
中
、
頻
発
す
る
雪
崩
に
打
た
れ
、
や
む

な
く
数
人
の
シ
ェ
ル
パ
の
リ
タ
イ
ア
を
甘
受

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て

い
く
ど
も
の
苦
し
い
荷
揚
げ
の
後
、
ア
タ
ッ

ク
隊
員
は
十
七
日
に
六
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

Ｃ
４
を
出
発
。
途
中
セ
ラ
ッ
ク
の
崩
壊
な
ど

に
よ
る
時
間
的
な
理
由
で
余
儀
な
く
ル
ー
ト

変
更
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
十
九
日
に
七
三

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
６
を
建
設
し
ま

し
た
。
そ
し
て
五
月
二
十

一
日
、
第

一
次
隊

四
名

（田
辺
、
山
本
篤
、
松
原
、
荒
井
）
が

烈
風
吹
き
す
さ
ぶ
八
四
六
三
メ
ー
ト
ル
の
頂

上
に
到
達
、
二
十
二
日
に
は
第
二
次
隊
四
名

（山
本
宗
、
谷
川
、
小
野
、
竹
内
）
も
登
頂

に
成
功
し
ま
し
た
。

マ
カ
ル
ー
東
稜
は
予
想
以
上
に
難
し
い

ル
ー
ト
で
し
た
。
と
く
に
連
日
の
雪
崩
、
ル
ー

ト
損
壊
の
恐
怖
は
登
山
隊
員
は
も
と
よ
り
、

私
に
と

っ
て
も
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
ス
ピ
ー

カ
ー
を
通
じ
て
の
隊
員
の
声
に

『進
む
べ
き

か
』

『退
く
べ
き
か
』
、
そ
の
選
択
の
脅
迫

に
脅
え
る
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。
と
ど
の
つ

ま
り
隊
長
と
は
、
や
さ
し
い
ル
ー
ト
は
別
に

し
て
、
『起
こ
り
得
る
危
険
に
耐
え
て
指
揮

を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
恐
怖
に
耐

え
兼
ね
て
登
山
の
継
続
を
放
棄
す
る
か
』
の

二
者
択

一
し
か
な
い
立
場
だ
と
自
覚
す
る
毎

日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し

『頂
上
に
立
ち
た
い
』

『立
た
せ

た
い
」
と
い
う
意
欲
は
、
天
候
の
運
、
時
の

運
を
得
て
、
多
く
の
隊
員
が
世
界
第
五
位
の

頂
上
に
到
達
す
る
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
頂
上
に
立

っ
た
隊
員
た
ち
の
ほ
と

ん
ど
は

『登
頂
』
と
い
う
二
文
字
に
満
足
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て

は
『完
登
』
で
き
な
か
っ
た

『心
残
り
の
山
』

と
も
な
り
ま
し
た
。
長
期
間
、
寝
食
を
共
に

し
て
き
た
隊
員
た
ち
に
は

『
マ
カ
ル
ー
登
頂

は

一
瞬
の
感
動
』
で
あ

っ
て

『明
日
か
ら
の

我
々
の
新
た
な
目
標
に
対
し
て
は
、
ほ
ん
の

わ
ず
か
な
体
験
で
し
か
な
い
』
と
い
う
こ
と

を
自
覚
し
、
さ
ら
な
る
精
進
を
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
今
年
の
マ
カ
ル
ー
登
山
は

『雪

に
泣
か
さ
れ
』
ま
た

『思
わ
ぬ
好
天
に
恵
ま

れ
た
』
登
山
で
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
登
山
隊
の
出
発

に
精
魂
を
傾
け
ら
れ
た
藤
平
総
隊
長
は
も
と

よ
り
、
生
活
を
犠
牲
に
し
て
奔
走
さ
れ
た
事

務
局
の
方
々
、
そ
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て

ご
声
援
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（五
月
二
十
六
日
　
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
て
）

新
緑
の
浅
間
尾
根
を
縦
走
し
て
い
て
、

浅
間
嶺
を
す
ぎ
て
時
坂
峠
へ
の
最
後
の
下

り
に
か
か
っ
た
と
き
、
道
の
真
ん
中
に
紙

屑
や
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
散

乱
し
て
い
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
の
奥
多
摩
秋
川
山
域
は

比
較
的
静
か
で
、
縦
走
路
も
き
れ
い
だ
。

飴
の
紙
ひ
と
つ
落
ち
て
い
な
い
登
山
道
を

気
持
ち
よ
く
歩
い
て
い
た
の
に

「ど
う
し

た
わ
け
だ
ろ
う
」
と
見
回
す
と
、
五
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
先
に
破
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
が
落

ち
て
い
た
。
お
そ
ら
く
ゴ
ミ
袋
を
ザ
ッ
ク

の
後
ろ
へ
縛
り
付
け
て
い
た
の
が
、
解
け

て
落
ち
、
野
犬
か
野
鼠
が
食
い
荒
ら
し
た

の
で
あ
ろ
う
、
と
納
得
し
た
。

縦
走
路
で
会

っ
た
人
の
な
か
に
、
白
髪

の
高
齢
者
と
中
高
年
の
女
の
人
の
グ
ル
ー

プ
が
あ
っ
た
が
、
昼
食
時
に
ゴ
ミ
の
始
末

を
き
ち
ん
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ミ
の

量
が
少
な
い
の
に
も
感
心
し
た
。
過
剰
包

装
を
避
け
て
、
ザ
ッ
ク
の
中
を
整
理
し
て

登
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
二
、
三
年
、
首
都
圏
近
郊
の
山
は

清
潔
に
な
っ
た
。
山
で
会
う
人
た
ち
は
、

中
高
年
の
人
が
多
く
、
若
い
人
が
少
な
い

の
は
残
念
だ
が
、
グ
ル
ー
プ
の
中
に
、
必

ず
ビ
ニ
ー
ル
の
ゴ
ミ
袋
を
用
意
し
て
い
る

人
が
い
る
し
、
単
独
行
で
も
ゴ
ミ
を
捨
て

る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
も
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
、
山
の

清
掃
運
動
を
続
け
、
マ
ス
コ
ミ
も
環
境
問

題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
成

果
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
で
、
浅
間
尾
根
で

会

っ
た
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
、
過
剰
包
装

に
気
を
配
る
よ
う
に
な
れ
ば
満
点
だ
。

し
か
し
都
会
で
は
別
だ
。
近
ご
ろ
は
、

昔
な
が
ら
の
箱
入
り
の
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ

に
切
れ
目
を
入
れ
て
、
あ
ら
か
じ
め
ス
ラ

イ
ス
し
て
あ
る
便
利
な
品
が
出
回
っ
て
い

る
が
、
Ｑ
チ
ー
ズ
な
る
メ
ー
カ
ー
が

「う

ち
の
製
品
は
チ
ー
ズ
の
小
片
を

一
つ
一
つ

包
装
し
て
あ
る
」
と
、
違
い
を
テ
レ
ビ
で

宣
伝
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
過
剰
包
装

が
消
費
者
に
通
用
す
る
と
し
た
ら
、
環
境

問
題
へ
の
意
識
は
本
物
と
は
い
え
ま
い
。

海
外
登
山
で
も
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
、

保
存
に
万
全
を
期
し
な
が
ら
包
装
を
簡
略

化
す
る
こ
と
に
苦
心
し
て
い
る
。
あ
る
遠

征
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

「チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
銀

紙
は
は
が
し
て
は
い
け
な
い
」
と
あ
り
、

な
る
ほ
ど
と
感
心
し
な
が
ら
、
銀
紙
を
は

が
し
た
場
合
の
失
敗
を
想
像
し
て
笑

っ
て

し
ま
っ
た
。

ザックの中身

関塚貞亨

(2)
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5月 2日  BCにて
重廣恒夫

4月 13日 より4月 末で第二期を

開始、この期でできればC5の建
設とC6ま でのルートを開設した
いと考えていたが、予想外に難し

く細いナイフリッジにてこずり、

29日 までかけてやっと6300mに C
4建設、6550m付近までルートエ

作するにとどまった。

C3(5750m)からC4(6300m)
までのルートは、C3か ら若干下
降気味にトラバースしてルンゼに

入り、 6ピ ッチで稜線に抜け出た。

部分的に非常に難しく、稜線の手

前では今後の荷揚げを考えて 5m
のラダーを設置した。

稜線上は途中での人工登攀も含

めて、岩場とナイフリッジに大い

に苦戦した。そしてアブミ3台、

ラダー 1台を設置、氷の部分には

足場をカッティングし、さらに 9

ピッチのフィックスを張った。そ

の後、傾斜の比較的緩くなった稜

線を深いラッセルで、広い尾根上

の6300mに到達。予定より100m

低いが、ここをC4と した。C4
より50mのアイスフォールを越え
て12ピ ッチ延ばし、6550mに到達

した。

4月 29日 から30日 にかけて、そ

れぞれのキャンプから隊員、シェ

ルパがBCに下山し、第 2期を終
了した。天候には比較的恵まれ、

悪天による停滞は 1日 しかなかっ

たが、ルートの困難さと好天によ

る暑さで隊員の体力の消耗は多大

であった。しかしC2～ C3に荷
揚げ中、ルート上で 5回の雪崩に

遭遇したが、全員無事であった。

またCl～ C3間の荷揚げも、隊
員、シェルパの頑張りで予定通り

の隊荷を集積することができた。

■今後の予定

A隊 :渡辺、馬場、岡本、竹内

B隊 :田辺、山本篤、小野、松原
C隊 :山本宗、谷川、荒井
5月 2日から4日 にかけて各隊

(A、 B隊はシェルパ各 6名を同
行)が BCを出発し、第 3期を開
始する。

5月 9日 :C5建設
16日 :C6建設
18日 :登頂

29日 :BC出発
6月 9日 :ラ サ

14日 :成田到着
*したがって日本帰国は当初より
10日前後遅れそうだが、 5月 10

日に最終決定をする。
*重廣は 5月 11～ 20日 にかけて 5
300m(C2上)に滞在し指揮
を取る。

5月 11日  BCにて
重廣恒夫

3月 30日 の入山以来、3960mの

BCか ら順調に伸びていたルート
も、C3か らC4へのルートエ作
に10日以上かかるなど難ルートで、

登山の計画が予定より大幅に遅れ

ましたが、モンスーン到来の関係

もあり、今回の第 3期 (5月 2日

～25日 )でマカルーの登山を終了
したいと思っています。28日 には

BC集結の予定です。
5月 2日から、順次上部キャン

プに移動しており、 5日 は悪天の

ため各キャンプで停滞、 6日 より

大量降雪で埋まったフィックスを

掘り起こしたり、雪崩で吹き飛ば

された支点を修復しながらC5に
向かっています。

今日 (11日 )は隣の日大チョモ
ランマ隊の北東稜からの初登頂の

報を聞きました。われわれマカ

ルー東稜も予想以上に難しいルー

トですが、天候の運 0時の運を得
て20日 頃にはアタックをかけたい

と考えています。小生も13日 より

C2に上がり、マカルー東稜を見
渡すことのできる5300mの地点か

ら最後の指揮を取るつもりです。

5月 15日  BCにて
田久和義隆

13日、C5(6820m)を建設。
田辺、松原、山本篤がC5入 り。
重廣隊長、パルテンバ oサーダー、

志賀Drの 3名がC2入 りした。
昨日 (14日 )C6ル ートエ作隊
は7090mの稜線に達し、頂上まで
の全ルートを確認。稜線上からは

チョモランマ、ローツェが素晴ら

しく見えたという。その後ルート

エ作隊 3名はC4へ下山。
15日、C4に集結した隊員 7名、
シェルパ 6名。今日は休養日。

5月 16日  BCにて
田久和義隆

5月 15日、C2の重廣隊長より
以下のように今後の行動計画が発

表された。

5月 16日 :C4に いる隊員 (谷川、
山本宗、松原、荒井、田辺、山本

篤)が C6入 り。 6名のシェルパ
も荷揚げ

17日 :行動の詳細発表

18日 :C6建設
19日 :C7建設
20～ 21日 :2回の登頂を狙う
*ルートは 5月 14日 7090m地点で

確認したマカルー 0チ ョモレン

ゾ間の比較的安全、確実と思わ

れる雪原を利用して頂上を狙い

たい。
*好天が予想される17～ 23日 が、
モンスーンの影響を受けない最

後のチャンス、と考えている。
*25日 にはすべての隊員がBCに
集結する予定。     以上

(3)

マカルー通信・ 12

マカルー通信・ ll

マカルー通信・ 13
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刀

ｍ

「

〇

刀

高
田
大
岳
を
滑
る

恒
例
に
な
っ
た
指
導
委
員
会
の
八
甲
田
山

山
ス
キ
ー
講
習
会
が
四
月
二
十
二
日
よ
り
二

十
四
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
二
十
五

名
。
震
災
地
の
関
西
支
部
か
ら
久
保
さ
ん
、

地
元
の
青
森
か
ら
は
高
橋
さ
ん
、
三
上
さ
ん

が
現
地
で
参
加
さ
れ
た
が
、
い
つ
も
の
世
話

役
松
丸
さ
ん
と
入
澤
さ
ん
の
顔
が
見
え
な
い

の
は
ち
ょ
っ
と
淋
し
か
っ
た
。
七
時
五
十
五

分
羽
田
発
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
青
森
空
港
へ
。
羽
田

の
天
気
は
よ
く
な
か
っ
た
が
、
岩
手
山
、
八

幡
平
の
上
空
は
よ
く
晴
れ
て
、
雪
化
粧
し
た

山
々
が
俯
嗽
さ
れ
た
。

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
相
馬
氏
に
出
迎
え
ら
れ
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
八
甲
田
山
荘
に
昼
前
に
到

着
。
昼
食
後
さ
っ
そ
く
足
慣
ら
し
に
ロ
ー
プ

ウ
エ
ー
で
田
茂
疱
岳
に
登
り
、
前
岳
か
ら
銅

像
コ
ー
ス
を
滑
る
。
ザ
ラ
メ
雪
で
快
適
な
林

間
滑
走
だ
。
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
、
リ
フ
ト
の
最

終
は
十
六
時
な
の
で
、
再
度
登
る
人
も
い
た
。

夜
の
天
気
予
報
で
は
翌
日
は
ど
う
も
雨
ら

し
い
。
何
と
か
予
報
が
当
た
ら
な
い
こ
と
を

念
願
し
つ
つ
、
夕
食
後
懇
親
会
に
移
る
。
青

森
の
地
酒
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
自
己
紹

介
に
始
ま
り
、
体
験
談
や
思
い
出
話
に
深
更

ま
で
賑
や
か
で
あ

っ
た
。

朝
起
き
る
と
予
報
的
中
。
霧
と
雨
で
あ
る
。

指
還
二委
員
会快晴の高田大岳頂上で記念撮影 ①

Ｏ

コ

ｍ

「

〇

刀

引

小
林
リ
ー
ダ
ー
と
倉
井
さ
ん
が
相
談
の
結
果

今
日
は
沈
殿
と
発
表
さ
れ
る
。
あ
き
ら
め
き

れ
な
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て

一
滑
り
と
雨
の

中
を
田
茂
池
岳
に
登
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ー

ス
を

一
本
滑

っ
て
く
る
。
十
時
す
ぎ
に
宿
を

出
て
青
森
駅
前
市
場
の
観
光
と
青
荷
温
泉
へ

と
向
か
う
。
青
森
港
の
岸
壁
に
は
立
派
な
物

産
館
が
建

っ
て
い
て
、
海
上
に
は
ラ
ブ
リ
ッ

ジ
と
名
付
け
ら
れ
た
大
き
な
ハ
ー
プ
橋
が
青

森
駅
を
跨
い
で
な
か
な
か
の
景
観
で
あ
る
。

青
荷
温
泉
は
ラ
ン
プ
の
宿
で
人
気
が
あ
る
。

雪
が
残
る
渓
流
の
側
に
冷
え
ノ
湯
露
天
風
呂

と
熱
ノ
湯
外
湯
が
あ
り
、
三
度
三
度
と
入
る

人
も
い
た
が
、
混
浴
な
の
で
女
性
の
入
浴
者

は
少
な
か
っ
た
。

二
十
四
日
は
素
晴
ら
し
い
快
晴
と
な
る
。

八
甲
田
山
最
長
コ
ー
ス
の
田
茂
池
岳
、

小
岳
、
高
田
大
岳
へ
挑
戦
と
発
表
さ
れ
、
大

い
に
気
分
が
盛
り
上
が
る
。
高
橋
さ
ん
、
三

上
さ
ん
、
津
田
さ
ん
が
帰
っ
て
、
二
十
二
名

が
山
頂
駅
に
集
合
す
る
。
九
時
四
十
分
田
茂

疱
岳
を
出
発
。
無
風
快
晴
。
前
方
に
は
赤
倉

岳
、
井
戸
岳
、
大
岳

右
前
方
に
は
南
八
甲
田
山
の
櫛
ヶ
峰
、
駒
ヶ

峰
、
乗
鞍
岳
、
は
る
か
西
方
に
は
真

っ
白
な

岩
木
山
が
望
ま
れ
る
。

一
滑
り
し
て
シ
ー
ル
を
貼
り
、
大
岳
ヒ
ュ

ッ
テ
に
向
か
っ
て
登
り
出
す
。
シ
ャ
ツ

一
枚

で
よ
い
ほ
ど
の
暑
さ
だ
。
大
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
は

ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
改
築
中
で
、
こ
の
夏
に
使
え

る
よ
う
に
な
る
と
の
こ
と
で
入
れ
な
か
っ
た

大
岳
と
井
戸
岳
の
コ
ル
は
風
の
強
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
日
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
。　
一

体
み
し
て
大
岳
に
登
る
。
や
が
て
小
岳
、
高

田
大
岳
が
目
の
前
に
見
え
て
く
る
。
南
側
を

八
合
目
ま
で
登
り
、
小
岳
の
コ
ル
に
向
け
て

滑
降
。
ま
た
シ
ー
ル
を
貼

っ
て
小
岳
に
登
る
。

小
岳
の
南
東
側
斜
面
は
素
晴
ら
し
い
雪
原
だ
。

思
い
思
い
に
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て
コ
ル
に

到
着
し
昼
食
に
す
る
。
雪
穴
を
掘

っ
て
ガ
ス

コ
ン
ロ
で
ト
ン
汁
を
作
る
。
冷
え
た
ビ
ー
ル

で
乾
杯
。
春
ス
キ
ー
の
醍
醐
味
で
あ
る
。
食

後
い
よ
い
よ
最
後
の
登
り
に
か
か
る
。

高
田
大
岳
の
頂
上
ま
で
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ

ツ
の
間
を
縫

っ
て
約

一
時
間
、
途
中
か
ら
ハ

イ
マ
ツ
帯
に
な
る
の
で
ス
キ
ー
を
担
い
で
登
　
＞

る
。
雪
が
溶
け
て
泥
ん
こ
の
夏
道
で
あ
る
。
　

４

頂
上
は
東
西
に
細
長
く
、
東
側
に
大
き
な
ケ
　
＜

ル
ン
と
祠
が
あ
る
。
南
方
に
目
を
向
け
れ
ば
、

昨
年
五
月
二
十
九
日
青
森
支
部
設
立
記
念
山

行
し
た
戸
来
岳
が
よ
く
見
え
た
し
、
北
方
に

は
下
北
半
島
の
先
に
北
海
道
ら
し
き
陸
地
が

ぼ
ん
や
り
と
霞
ん
で
い
た
。
全
員
で
記
念
写

真
を
撮
り
出
発
。

ス
キ
ー
を
担
い
で
ハ
イ
マ
ツ
帯
の
道
を
少

し
下
る
と
雪
原
に
出
る
。
狭
く
急
で
下
が
見

え
な
い
雪
原
を
横
滑
り
で
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
滑
る
と
下
が
見
え
て
き
て
、
い
よ
い
よ
標

高
差
五
五
メ
ー
ト
ル
、
無
木
立
の
大
斜
面
で

あ
る
。
ザ
ラ
メ
雪
で
気
持
ち
よ
く
滑
る
。
下

の
樹
林
帯
ま
で
真

っ
白
な
雪
原
に
横
Ｓ
字

い
っ
ぱ
い
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て
滑
走
す
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る
。
下
か
ら
見
上
げ
る
と
左
の
ル
ン
ゼ
状
の

と
こ
ろ
に
鋭
角
な
Ｓ
字
の
シ
ュ
プ
ー
ル
が

一

本
鮮
や
か
だ
。
小
林
さ
ん
の
だ
。
最
後
に
倉

井
さ
ん
が
右
側
の
疎
林
の
中
を
華
麗
に
滑

っ

て
、
全
員
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
る
。
二
十
二

本
、　
一
人
ひ
と
り
が
夕
陽
に
浮
き
出
た
シ
ュ

プ
ー
ル
を
確
か
め
て
話
が
尽
き
な
い
。

一
体
み
後
、
谷
地
温
泉
へ
向
け
林
間
滑
走

し
て
大
滑
降
は
終
わ
る
。
宿
へ
向
か
う
バ
ス

の
中
で
倉
井
さ
ん
が

「高
田
大
岳
は
何
年
も

目
指
し
て
い
た
が
登
れ
な
か
っ
た
。
脚
と
天

気
が
そ
ろ
わ
な
い
と
難
し
い
。
今
回
は
両
方

に
恵
ま
れ
、
無
事
登
頂
で
き
て
嬉
し
い
」
と

挨
拶
さ
れ
た
。

来
年
は
五
月
十

一
日
か
ら
十
三
日
、
新
緑

の
中
の
ス
キ
ー
と
決
ま

っ
た
。
来
年
の
再
会

を
約
し
て
青
森
空
港
よ
り
最
終
便
で
帰
京
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
田
　
薫
）

早
春
の
房
州

「高
宕
山
」

三
査

〓

き
ら
き
ら
輝
く
春
の
光
を
浴
び
て
の
山
行

だ

っ
た
。

平
成
七
年
二
月
四
日
午
後
三
時
三
十
分
、

Ｊ
Ｒ
内
房
線
君
津
駅
集
合
。
早
春
と
は
い
え
、

寒
い
。
と
き
お
り
、
雪
混
じ
り
の
雨
が
横
な

ぐ
り
に
吹
き
つ
け
る
。
気
象
予
報
は
関
東
南

部
を
大
雪
の
恐
れ
あ
り
、
と
注
意
を
呼
び
か

け
て
い
た
。

「
い
や
だ
な
」と
思
う
反
面
「あ

る
い
は
雪
山
を
体
験
で
き
る
」
と
い
う
期
待

を
持
つ
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
国
民
宿
舎

「清
和
」
に

向
か
う
。
夜
の
懇
親
会
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
を

交
え
英
気
を
養
う
。

翌
日
は
、
か
ら
り
と
晴
れ
わ
た
っ
た
絶
好

の
山
行
日
和
。
前
日
の
雪
が
朝
日
に
映
え
て

ま
ぶ
し
い
。
八
時
三
十
分
出
発
。
林
道
高
宕

線
第

一
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
ま
で
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
。
九
時
き

っ
か
り
、
勝
田
リ
ー
ダ
ー
の

指
導

・
案
内
で
、
準
備
体
操
の
の
ち
登
り
始

め
た
。
登
山
口
に
並
ぶ
六
地
蔵
に
見
送
ら
れ
、

杉
林
の
な
か
を
石
射
太
郎
山

（イ
シ
イ
タ
ロ

ウ
、
二
五
八
メ
ー
ト
ル
）
へ
一
気
に
登
る
。

付
近
に
石
を
切
り
出
し
た
跡
が
あ
る
。
関

東
大
震
災
で
石
場
が
崩
れ
る
ま
で
大
量
の
石

を
切
り
出
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
ピ
ー
ク

に
展
望
地
が
あ
り
、
ベ
ン
チ
が
あ
る
。
ま
た

小
さ
な
建
物
が
あ
る
。
建
物
は
猿
の
餌
づ
け

場
所
と
い
う
。
高
宕
山
か
ら
石
射
太
郎
山

一

帯
は
野
生
日
本
猿
生
息
地
と
し
て
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
辺
り
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
国
民
体

育
大
会

「な
の
は
な
国
体
」
が
開
催
さ
れ
た

と
き
の
登
山
コ
ー
ス
に
な
っ
た
。
首
都
圏
自

然
道

「関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
」
に
も
な
っ
て

お
り
、
コ
ー
ス
は
よ
く
整
備
さ
れ
、
随
所
に

案
内
板
が
立

っ
て
い
る
。

自
然
道
を
点
検
し
て
い
る
人
が
通
り
か
か

っ
た
。
「猿
に
出
会
い
ま
せ
ん
か
」
と
聞
く

と

「
い
ま
は
、
山
に
餌
が
な
く
里
に
降
り
て

い
る
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

石
射
太
郎
か
ら
高
宕
山
ま
で
は
二

・
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。
時
間
は
十
分
に
あ
り
、
ゆ
っ

く
り
と
歩
く
。
平
坦
な
道
が
続
く
。
南
房
総

と
あ
っ
て
、
椿
が
多
い
。
花
は
す
で
に
盛
り

を
す
ぎ
て
い
る
。
木
々
は
芽
吹
き
の
季
節
を

迎
え
大
き
く
膨
ら
ん
だ
芽
が
印
象
的
で
あ
る

ア
オ
キ
も
多
い
。
赤
い
実
を
つ
け
て
い
る
。

風
が
吹
く
。
前
日
、
木
々
に
積
も

っ
た
雪
が

舞
う
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
と
い
う
の
か

き
ら
き
ら
光
る
。

「
こ
れ
は
シ
ュ
ン
ラ
ン
だ
」
と
片
岡
さ
ん
が

め
ざ
と
く
み
つ
け
た
。
ひ
だ
ま
り
に
は
、
ス

ミ
レ
の
花
も
み
つ
か
っ
た
。
雪
割
草
が
あ
っ

た
は
ず
だ
が
、
残
念
な
が
ら
み
つ
か
ら
な
い

盗
掘
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

十
時
三
十
分
、
高
宕
観
音
に
着
く
。
垂
直

の
岸
壁
に
寄
り
添
う
よ
う
に
お
堂
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。
少
し
早
い
が
こ
こ
で
昼
食
。
幹

事

ｏ
酒
匂
さ
ん
の
オ
デ
ン
、
菊
地
さ
ん
の
ア

サ
リ
の
酒
蒸
し
と
い

例
の
案
内
板
に
よ
る
と
、
観
音
さ
ま
は
奈
良

時
代
に
僧

・
行
基
が
彫
刻
し
た
も
の
だ
と
い

う
。
源
頼
朝
が
源
氏
再
興
を
祈
願
し
た
と
も

伝
え
ら
れ
る
。

観
音
堂
か
ら
は
、
岩
を
く
り
ぬ
い
た
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
、
さ
ら
に
ロ
ー
プ
と
梯
子
の
助

け
を
借
り
、
三
十
分
足
ら
ず
で
高
宕
山
の
頂

上
に
着
く
。

頂
上

（三

一
五
メ
ー
ト
ル
）
は
狭
い
。
七
、

八
人
も
立
て
ば
い
っ
ぱ
い
に
な
る
Ｐ
三
六
〇

度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
っ
た
。
東
京
湾
が
展

望
で
き
る
。
真
向
か
い
に
見
え
る
の
は
横
須

賀
の
火
力
発
電
所
。
そ
の
向
こ
う
に
丹
沢
の

山
々
。
富
士
山
は
雲
に
隠
れ
て
い
る
。
空
は

青
く
、
海
も
青
い
。
方
向
を
変
え
る
と
、
千

葉
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
羽
田
へ
の
大
型
ジ
ェ

ッ
ト
機
が
次
々
に
頭
上
を
よ
ぎ
る
。

下
り
は

一
時
間
ほ
ど
。
急
な
下
り
の
あ
と
、

尾
根
を
巻
い
て
の
下
り
が
続
い
た
。
途
中
の

八
良
塚

（三
四
二
メ
ー
ト
ル
）
は
、
こ
の
あ

た
り
の
最
高
峰
。
重
な
り
あ

っ
て
広
が
る
房

州
の
山
々
を
望
み
、
低
い
山
と
は
感
じ
さ
せ

な
い
。
予
定
よ
り
早
く

一
時
五
十
分
、
奥
畑

に
下
山
。
参
加
十
五
名
。
　
　
（高
橋
重
之
）

(5)

味の技、心てつくる
むさ助
(還協じタワービル9F)

むさし坊

千母 口区有卿 丁1-5-2803■504-1905

むさし坊 猶阿店

(有楽町線」町駅際)
刊切圏獅 4-2-6●03-3230-2313

むさし坊 神田西口店
(神田西日通り商膚鋤

千代田区内神田2-9-91日 03-3252-5015

友膳ゆうぜん
(半蔵門線半薦駅 3例

千代田区平河町1-3-128“ -3288-5891

番町店 (日本TV通り五番町交差点角)
千代田区六番町4803-3234-3357

7′

▲
■
ヮ

′
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東

西
南

北

軍
午ム゙

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
、
短
歌
、

詩
な
ど
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投

稿
く
だ
さ
い

（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、　
一

点
に
つ
き
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
～
七
枚
以
内
で

お
願
い
し
ま
す
）。

冨
内

エ
ベ
レ
ス
ト
が
三
メ
ー
ト
ル

低
く
な

っ
た
話

木
崎
甲
子
郎

隔
月
刊
の

「
ヒ
マ
ー
ル
」
と
い
う
雑
誌
が

カ
ト

マ
ン
ズ
で
売
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
も

と

っ
て
い
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

最
近
号
に

〃岩
の
頂
、
雪
の
頂
〃
と
い
う
話

が
出
て
い
た
。
昨
年
八
月
、
中
国
国
家
測
量

局
が
最
近
の
エ
ベ
レ
ス
ト
の
新
し
い
測
量
結

果
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
新
し
い

結
果
は
、
八
八
四
八

・
八
二
メ
ー
ト
ル
で
頂

上
の
積
雪
が
二

ｏ
五
五
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、

雪
層
の
厚
さ
を
引
い
た
正
確
な
エ
ベ
レ
ス
ト

の
標
高
は
八
八
四
六

・
二
七
メ
ー
ト
ル
、
と

い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
評
者
は

「
こ
の
話
は

一
見
正
確
そ
う

だ
が
、
頂
上
の
ド
リ
フ
ト
は
始
終
動
い
て
い

る
は
ず
だ
し
、
ま
た
ス
チ
ー
ル
の
棒
で
雪
の

深
さ
を
測

っ
た
と
い
う
場
所
が
真
の
頂
に
な

る
か
ど
う
か
、
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
ピ
ー
ク
は
す
べ
て
万
年
雪
を
か
ぶ

っ

て
い
て
、
そ
れ
が
頂
に
な

っ
て
い
る
。
雪
の

下
の
岩
の
高
さ
に
何
の
意
味
が
あ
る
か
。
こ

ん
な
に
始
終
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
高
さ
が
変
わ

っ
て
は
、
わ
れ
わ
れ
庶
民
は
迷
惑
千
万
」
と

い
う
論
調
だ

っ
た
。

僕
は
こ
れ
を
読
ん
で
、
論
評
は
別
に
し
て

中
国
さ
ん
や

っ
た
な
、
と
思

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
経
過
が
あ
る
。

一
九
五
四
年
、
イ
ン
ド
測
量
局
が
中
心
に

な

っ
て
、
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
精
密
な
水
準
測

量
と
三
角
測
量
を
行
い
、
八
八
四
八

・
七
八

メ
ー
ト
ル
と
い
う
結
果
を
出
し
た
。
こ
れ
は

雪
面
の
高
さ
で
あ

っ
た
。

一
九
七
五
年
、
中
国
も
非
常
な
努
力
の
結

果
、
こ
れ
も
水
準
測
量
、
三
角
測
量
で
、
八

八
四
八

ｏ
一
三
メ
ー
ト
ル
を
発
表
し
た
の
だ

っ
た
。
こ
の
値
は
雪
面
の
高
さ
八
八
四
九

・

〇
六
メ
ー
ト
ル
で
、
雪
層
の
厚
さ
を
Ｏ

ｏ
九

二
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、
そ
れ
を
引
い
た
高
さ

が
発
表
し
た
標
高
な
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
こ

そ
本
当
の
標
高
で
す
ぞ
、
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。

（僕
は
こ
の
事
実
を
知
ら
ず
に
、
イ
ン

ド
測
量
局
の
高
さ
と
比
べ
た
り
し
た
こ
と
が

あ
る
の
は
、
お
恥
ず
か
し
い
限
り
だ
。
小
著

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
ど
こ
か
ら
き
た
か
』
中
公
新

書
）と
こ
ろ
が
、　
一
九
九
二
年
五
月
、
か
の
ブ

ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド

・
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
博

士

（ボ
ス
ト
ン
科
学
博
物
館
名
誉
館
長
）
の

率
い
る
登
山
調
査
隊
の
隊
長
ト

ッ
ド

・
バ
ー

ル
ソ
ン
は
、
頂
上
に
基
点
を
作
る
た
め
、
九

〇
イ
ン
チ

（
二

ｏ
ニ
メ
ー
ト
ル
）
の
ア
ル
ミ

パ
イ
プ
を
押
し
込
ん
だ
。　
一
ｏ
ニ
メ
ー
ト
ル

ば
か
り
下
に
硬
い
氷
板
が
あ

っ
て
、
先
に
つ

け
て
お
い
た
螺
旋
ネ
ジ
で
ね
じ
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
。

つ
ま
り
、
中
国
隊
は
こ

れ
が
岩
盤
だ
と
考
え
た
わ
け
だ
。
こ
れ
を
聞

い
て
、
し
ま

っ
た
、
と
思

っ
た
に
違
い
な
い
。

さ
ら
に
掘
り
進
ん
だ
が
、
ア
ル
ミ
パ
イ
プ

の
長
さ
が
足
り
な
く
て
、
岩
盤
ま
で
届
か
な

か

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
隊
の
目
的
は
、
単
に
高
さ
を
測

る
だ
け
で
な
く
長
期
計
画
で
、
エ
ベ
レ
ス
ト

を
含
む
ガ
ン
ジ
ス
平
原
か
ら
チ
ベ

ッ
ト
高
原

ま
で
の
南
北
の
地
域
に
、
最
新
の
精
度
の
高

い
Ｇ
Ｐ
Ｓ

（人
工
衛
星
を

つ
か

っ
た
位
置
測

定
器
）
の
測
点
を
作
り
、
長
期
に
わ
た

っ
て

再
測
し
、
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
る
水
平
垂
直

変
位
や
重
力
測
定
を
や
ろ
う
と
い
う
面
白
い

計
画
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

一
方
、　
一
九
九
二
年
秋
に
は
、
こ
れ
ま
た

九
十
五
歳
の
老
大
家
ア
ル
デ
ィ
ト

ｏ
デ
シ
オ

先
生
の
号
令
の
も
と
、
イ
タ
リ
ア
隊

（隊
長

ジ
ル
ジ
オ

・
ポ
レ
ツ
テ
イ
教
授
）
が
チ
ベ
ッ

ト
側
と
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
担
ぎ
あ

げ
て
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
高
さ
を
測
ろ
う
と
し

て
い
た
。
チ
ベ
ッ
ト
側
は
も
ち
ろ
ん
中
国
と

共
同
で
あ
る
。
昨
年
夏
に
中
国
が
発
表
し
、

ネ
パ
ー
ル
の
雑
誌
で
批
判
さ
れ
た
の
は
こ
の

時
の
測
量
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。

イ
タ
リ
ア
隊
か
ら
の
発
表
は
ま
だ
な
い
よ

う
だ
。
彼
ら
が
使

っ
て
い
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
少
し

旧
い
型
で
精
度
が
悪
い
か
ら
だ
、
と
い
う
話

＞

を
聞
い
た
。
そ
れ
が
本
当
だ
と
す
る
と
中
国
　
６

の
発
表
も
あ
や
し
く
な
る
。
イ
タ
リ
ア
隊
は
　
＜

さ
ら
に
精
密
水
準
測
量
を
ロ
プ
チ
ェ
か
ら
ル

ク
ラ
、
さ
ら
に
ジ
リ
ま
で
続
け
る
と
い
う
。

ジ
リ
は
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
の
自
動
車
道
路
の

終
点
で
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
の
水
準
点
が
あ
る
。

そ
れ
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
計
画
だ
。
そ
の

あ
と
に
は
ま
た
新
し
い
エ
ベ
レ
ス
ト
の
高
さ

が
発
表
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

そ
こ
で
、
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ン
じ
い
さ
ん

は
、
こ
れ
は
国
際
共
同
計
画
に
し
た
ほ
う
が

よ
い
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
、
中

国
、
ネ
パ
ー
ル
、
日
本
に
呼
び
か
け
て
、
国

際

「サ
ガ
ル
マ
ー
タ
地
球
物
理
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
作
り
上
げ
た
。
昨
年
二
月
か
ら
五

月
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
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ネ
パ
ー
ル
に
は
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
の
学
長

を
通
し
て
、
地
質
学
教
室
に
協
力
依
頼
が
あ

っ
た
。
当
時
の
学
長
も
教
室
主
任
も
乗
り
気

で
張
り
切

っ
て
い
た
が
、
秋
に
、
主
任
が
任

期
も
終
わ
ら
な
い
前
に
交
代
さ
せ
ら
れ
て
話

が
お
か
し
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
総
選
挙
で

共
産
党
政
府
に
代
わ
る
と
、
学
長
も
主
任
も

ま
た
代
わ
り
、
こ
の
話
は
ど
こ
か
に
か
す
ん

で
し
ま

っ
た
。
ウ
ォ
ツ
シ
ュ
バ
ー
ン
じ
い
さ

ん
は
や
き
も
き
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
中
国
は
例
に
よ
っ
て
、
費
用
さ
え

出
し
て
く
れ
れ
ば
喜
ん
で
参
加
す
る
、
と
い

っ
た
様
子
だ
っ
た
が
、
こ
の
計
画
が
始
ま
る

そ
の
前
に
、
初
め
に
述
べ
た
エ
ベ
レ
ス
ト
の

新
標
高
を
発
表
し
た
、
と
い
う
の
が
経
過
で

あ
る
。
な
か
な
か
や
る
も
の
で
あ
る
。
学
術

の
国
際
共
同
計
画
と
い
え
ど
も
、
丁
丁
発
止

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
の

「サ
ガ
ル
マ
ー
タ
地
球
物
理
研
究
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
去
年
の
ポ
ス
ト
が
今
年
か

ら
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

な
か
な
か
の
見
も
の
で
あ
る
。

（カ
ト
マ
ン
ズ
在
住
）

カット 中村あや

トムとケイトの
母親がやったこと

江本嘉伸

昨
年
秋
、
対
ヤ
ク
ル
ト
戦
で
満
塁
で
二

塁
打
を
打
ち
、
勝
利
を
も
た
ら
し
た
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
の
遊
撃
手
、川
相
が
〃ヒ
ー
ロ
ー

ｏ
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
〃
で
、
観
客
席
に
い
た

二
人
の
子
ど
も
の
名
を
呼
ん
で

「パ
パ
は

頑
張

っ
た
よ
！
」
と
絶
叫
し
た
場
面
が

ち
ょ
っ
と
話
題
に
な
っ
た
。
人
間
ら
し
く

て
良
い
、
と
共
感
も
呼
ん
だ
が
、
お
い
お

い
、
プ
ロ
選
手
が
そ
ん
な
こ
と
で
い
い
の

か
よ
、
と
い
う
辛
口
評
も
少
な
く
な
か
っ

た
、
と
記
憶
す
る
。

こ
の
五
月
十
二
日
昼
過
ぎ
、
二
人
の
児

の
母
親
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
女
性
、
ア
リ
ソ

ン
ｏ
ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
（三
十
三
）
が
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
の
頂
上
で
叫
ん
だ
言
葉
は
、
川

相
選
手
の
せ
り
ふ
と
似
て
い
た
が
、
い
ま

少
し
歴
史
に
残
る
も
の
だ
っ
た
。

「ト
ム
、
ケ
イ
ト
、
私
の
二
人
の
子
ど
も

た
ち
、
お
母
さ
ん
は
今
、
世
界
の
て
っ
ペ

ん
に
い
る
の
よ
。
そ
し
て
お
前
た
ち
を
と

っ
て
も
愛
し
て
い
る
の
！
」

父
親
と
と
も
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
い

た
ト
ム
と
ケ
イ
ト
は
、
自
分
た
ち
の
母
親

が
目
的
を
達
し
た
こ
と
は
わ
か
っ
た
ろ
う

が
、
世
界
最
高
峰
へ
の
三
十
二
人
目
の
女

性
登
頂
者
で
あ
る
ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ズ
が
無

酸
素
、
単
独
と
い
う
困
難
な
方
法
で
頂
上

に
立

っ
た
こ
と
の
意
味
は
理
解
で
き
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
二
人
は
ま
だ
五
歳
と
三
歳

な
の
だ
か
ら
。

「無
酸
素
、
ソ
ロ
」
を
自
ら
に
課
し
た
ハ

ー
グ
リ
ー
ブ
ス
は
、
前
日
の
五
月
十

一
日

午
後
、
八
二
九

一
メ
ー
ト
ル
の
第
ニ
キ
ャ

ン
プ
地
点
に
到
達
、
十
二
日
午
前
四
時
四

十
分
に
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
、
午
前
九
時
に

は
第
ニ
ス
テ
ッ
プ
直
下
に
達
し
た
。
昼
過

ぎ
に
山
頂
に
立

っ
て
、
無
線
で
子
ど
も
た

ち
に
話
し
か
け
た
後
、
記
念
に
絹
製
の
花

を
雪
上
に
さ
し
て
下
山
し
た
と
い
う
。

ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
は
、
昨
年
秋
ネ
パ
ー

ル
側
か
ら
エ
ベ
レ
ス
ト
に
挑
戦
し
、
サ
ウ

ス
コ
ル
ま
で
達
し
た
あ
と
、
悪
天
で
退
却

し
て
い
る
が
、
こ
の
時
も
ト
ム
と
ケ
イ
ト

は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
遊
び
な
が
ら
母
親

の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。

彼
女
は
そ
の
前
年
の
九
二
年
夏
、
三
か

月
か
け
て
ョ
ー
ロ
ッ
パ

ｏ
ァ
ル
プ
ス
の
六

大
ク
ラ
シ
ッ
ク

・
ル
ー
ト
、
つ
ま
リ
ア
イ

ガ
ー
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
グ
ラ
ン
ド

・

ジ
ョ
ラ
ス
、
ド
リ
ュ
、
ピ
ッ
ツ
・
パ
デ
ィ

レ
、
チ
マ
・
グ
ラ
ン
デ
の
各
北
壁
の
連
続

単
独
登
攀
を
や
っ
て
の
け
た
。
無
論
、
こ

の
時
も
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
の

″転
戦
〃
だ

っ
た
。
し
か
も
そ
れ
だ
け
で

は
物
足
り
ず
、
十

一
月
に
は
も
う

一
度
グ

ラ
ン
ド

ｏ
ジ
ョ
ラ
ス
を
め
ざ
し
、
難
ル
ー

ト
の
北
壁
ク
ロ
側
稜
を
や
は
リ
ソ
ロ
で
完

登
、
頂
上
か
ら
ヘ
リ
で
吊
り
上
げ
ら
れ
て

帰
還
し
て
い
る
。
す
ご
い
女
性
ク
ラ
イ
マ

ー
が
現
れ
た
も
の
だ
。

先
述
の
通
り
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
き
ヘ

登
っ
た
女
性
は

一
九
七
五
年
五
月
の
田
部

井
淳
子
以
来
、
世
界
で
三
十
二
人
を
数
え

る
。
う
ち
イ
ン
ド
の
サ
ン
ト
シ
ュ
ｏ
ヤ
ダ

ブ
は
三
度
登
頂
し
て
い
る
の
で
延
べ
で
は

三
十
二
人
目
だ
。
残
念
な
が
ら
二
人
は
登

頂
を
果
た
し
た
あ
と
、
下
山
中
に
ス
リ
ッ

プ
事
故
な
ど
で
亡
く
な
り
、
他
の
二
人
は

別
の
山
で
遭
難
死
し
て
い
る
。

女
性
初
登
頂
二
十
年
と
、
国
連
主
催
の

第
四
回
世
界
女
性
会
議
が
九
月
北
京
で
開

か
れ
る
の
を
期
に
、
こ
の
六
月
二
十
四
日
、

「
エ
ベ
レ
ス
ト

・
ウ
ィ
メ
ン
ズ

・
サ
ミ
ッ

ト
」
が
東
京
で
開
か
れ
る
。
ア
リ
ソ
ン
ｏ

ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
の
快
挙
は
、
ま
さ
に
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
最
前
線
の
女
性
の
力
を
象
徴

す
る
も
の
だ
が
、
本
人
は
、
Ｋ
２
を
め
ざ

す
た
め
に

「サ
ミ
ッ
ト
」
に
は
来
ら
れ
な

い
ら
し
い
。

ハ
ー
グ
リ
ー
ブ
ス
と
同
じ
日
、
二
十
四

歳
の
台
湾
女
性
、
江
秀
真
も
頂
上
に
立

っ

た
。
彼
女
は
新
し
い
体
験
を
ひ
っ
さ
げ
て

来
日
す
る
予
定
だ
。

(7)
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図書紹介
共
同
通
信
社

・
編

『山
を
歩
け
ば
』

山
を
歩
け
ば
、
丘
陵
地
帯
も
村
落
近
く
の

里
も
、
森
林
も
渓
谷
も
奥
山
も
、
今
荒
れ
て

い
る
。
山
を
縦
に
歩
く
の
で
な
く
、
横
に
歩

い
て
見
聞
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
息
づ
く
も

の
、
生
活
を
営
む
人
た
ち
の
眸
を
通
し
て
、

そ
れ
を
七
章
に
分
け
て
語

っ
て
い
る
。

棚
田
を
守
ろ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
人
た
ち
、

わ
ず
か
に
残
る
木
地
屋
、
山
小
屋
の
経
営
者
。

今
は
山
小
屋
で
風
呂
に
入
れ
る
。
こ
れ
は
お

客
さ
ん
の
た
め
だ
け
に
あ
ら
ず
、
従
業
員
が

幾
日
も
風
呂
に
入
れ
な
い
と
居
着
か
な
い
そ

う
な
。
山
も
変
わ

っ
た
が
、
そ
こ
へ
行
く
人

も
変
わ

っ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
を
四
十
九
の

事
例
を
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
モ
を
付
し
、
資

料
を
提
供
し
な
が
ら
語

っ
て
い
る
。
こ
の
広

大
無
限
の
宇
宙
に
人
が
住
め
る
の
は
、
こ
の

地
球
だ
け
、
も

っ
と
大
切
に
し
よ
う
で
は
な

い
か
、
本
書
は
そ
う
語
り
か
け
て
い
る
。

一
九
九
四
年
十

一
月
　
０
共
同
通
信
社
発

カット 中村あや

行
　
Ａ
５
判
　
二
七
四
ペ
ー
ジ
　
千
六
百

円
　
（図
書
室
未
蔵
品
）
　

（飯
田
　
進
）

奥
日
光
写
真
ク
ラ
ブ

・
編

『山
か
ら
の
た
よ
り
』

地
元
日
光
に
在
住
す
る
十
名
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
り
、
春
夏
秋
冬
、
時
々
刻
々
変
化
を
見

せ
る
奥
日
光
の
自
然
美
を
粘
り
強
く
克
明
に

追
求
し
、
六
十
点
に
ま
と
め
た
小
写
真
集
で

あ
る
。
一
葉

一
葉
の
作
品
の
背
後
に
は
、
決
定
的

な
瞬
間
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
何
日
も
何
日

も
夜
明
け
か
ら
日
没
ま
で
シ
ャ
ッ
タ
ｌ

ｏ
チ

ャ
ン
ス
を
追
い
求
め
た
情
熱
が
生
み
出
し
た

も
の
で
あ
り
、
奥
日
光
の
自
然
に
対
す
る
深

い
愛
情
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
写
真
集
は
小
品
な
が
ら
、
光
と
影
と

色
彩
に
よ
り
奥
日
光
の
自
然
美
を
再
認
識
さ

せ
て
く
れ
る
も
の
が
あ
る
。

一
九
九
〇
年
十
月
　
奥
日
光
写
真
ク
ラ
ブ

発
行
　
非
売
品
　
問
い
合
わ
せ
先
／
日
光

市
中
宮
祠
丸
山
　
代
表

・
原
田
正
明

（大
橋
　
晋
）

戸
田
博
子

・
編

生
誕
百
三
十
年
記
念
誌

『志
賀
重
昴
―
回
想
と
資
料
―
』

祖
父
の
生
誕
百
三
十
年
を
記
念
し
て
孫
の

戸
田
博
子
氏
が
呼
び
か
け
、
遺
族
が
文
を
寄

せ
、
写
真

・
資
料
を
寄
せ
て
作

っ
た
ア
ル
バ

ム
の
よ
う
な
私
家
版

ｏ
志
賀
重
昂
の
世
界
。

私
家
版
と
は
い
え
、
大
変
立
派
で
豪
華
な

造
本
で
あ
る
。
か
つ
て
子
息
の
志
賀
富
士
男

氏
が
編
ま
れ
た

『志
賀
重
昂
全
集
』
全
八
巻

に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
著
作
な
ど
も
掲
載
さ

れ
、
遺
族
な
ら
で
は
の
珍
し
い
写
真
も
た
く

さ
ん
あ
る
。
重
昂
と

「
ア
ラ
モ
の
砦
」
の
話

も
興
味
深
い
。
た
だ
し
山
に
つ
い
て
は
明
治

十
七
年
の
地
理
学
的
報
告
書

「長
野
戸
隠
山

紀
行
」
の
草
稿
が
抄
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

寄
稿
文
に
も
登
山
に
関
す
る
記
述
は
皆
無
と

い
っ
て
よ
い
。
重
昂
の
事
績
に
対
す
る
遺
族

（あ
る
い
は
世
間
）
の
観
念
と
、
Ｊ
Ａ
Ｃ

誉
会
員
に
寄
せ
る
我
々
の
思
い
入
れ
と
の

離
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
の
が
面
白
い
。
乖lキ名

一
九
九
四
年
七
月
刊
　
Ｂ
５
判
　
二
八
七

ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
（平
井
吉
夫
）

同
日
本
自
然
保
護
協
会
・
編

『秋
田
県
田
沢
湖
町
駒
ヶ
岳
山
麓

イ
ヌ
ワ
シ
調
査
報
告
』

リ
ゾ
ー
ト
開
発
予
定
地
内
の
繁
殖
地
で
の

三
年
間
に
わ
た
る
観
察
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

こ
の
種
の
報
告
書
は
、
開
発
反
対
を
最
前
面

に
出
し
が
ち
で
あ
る
が
、
本
書
は
イ
ヌ
ワ
シ

研
究
の
専
門
家
集
団
に
よ
る
追
跡
調
査
で
あ

り
、
写
真
は
美
し
く
、
図
版
は
分
か
り
や
す

く
イ
ラ
ス
ト
が
効
果
的
に
使
わ
れ
、
興
味
深

く
読
み
進
め
る
。
残
念
な
こ
と
に
調
査
期
間

書籍受入報告 (1995年 4月 )
著 者      書   名                    ページ・大きさ 出版元 出版年 寄贈/購入
慶応大山岳部登高会 (編)ト ランゴ登攀チーム1994 報告書
平塚山岳協会 (編)剣 沢 '93:平塚山岳協会創立40周年記念誌
奥山茂彦     大興安嶺をゆく:郷愁の満州
林野庁森歩き研究会 (編)林野庁フォレスターが選んだ森と樹木のフィールドガイド:

関東エリア編
東勝公      軌跡
吉村迪      信仰の山
法政大タクラマカン 沙漠 。水・人間 :日中合同法政大タクラマカン沙漠
委員会 (編)   調査報告書 '95
鳥居亮       山岳地帯における自然エネルギー利用の実用化研究

(論文集■993.4,報文集:1993.7,追 加訂正集 :1994.10)
山村調査グループ(編)村の記憶
浅野孝~     のんびり山歩きハンドブック:楽 しく安全に歩くために
高澤光雄 (編)  北海道 登山記録と研究

法政大学

/27cm  神奈川工科大学 1994  著者寄贈

12pp/27cm
120pp/26cm
275pp/22cm
141pp/22cm

247pp/19cm
238pp/19cm
238pp/26cm

31lpp/21cm
174pp/18cm
191pp/21cm

平塚山岳協会

人文書院

山と漢谷社

山路書房

桂書房

自由国民社

札幌山の会

発行者寄贈

発行者寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

1995  出版社寄贈
1995  出版社寄贈
1995  編者寄贈

東京新聞出版局
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中
に
巣
立
ち
し
た
い
く
羽
か
の
ヒ
ナ
は
成
鳥

と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
大
好
物
で
あ

る
野
ウ
サ
ギ
の
生
息
を
保
証
す
る
自
然
環
境

を
保
全
し
な
い
と
、
イ
ヌ
ヮ
シ
は
絶
滅
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
会
の
自
然
保
護
委
員
会
で
も
、
山
形
支

部
の
人
た
ち
を
中
心
に
、
鳥
海
山
麓
の
リ

ゾ
ー
ト
開
発
地
で
イ
ヌ
ヮ
シ
の
営
巣
地
探
し

を
続
け
て
い
る
こ
と
を
併
せ
て
お
伝
え
し
て

お
き
た
い
。

一
九
九
四
年
発
行
　
Ａ
５
判
　
一
一
三
ペ

ー
ジ
　
七
千
円
　
　
　
　
　
（松
沢
節
夫
）

『覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
」
・
「新
選
・
覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
」

―
会
員
特
別
頒
布
に
寄
せ
て
―

登
山
と
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
最
大
の
相

違
点
は
多
様
性

ｏ
歴
史
性
に
あ
る
。
山
容

の
相
違
が
多
様
な
登
山
を
生
み
、
技
術
の

進
展
が
歴
史
性
を
も
た
ら
し
た
。
嬉
し
い

こ
と
に
登
山
者
は
そ
の
い
ず
れ
を
も
追
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
登
山
が

他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
異
な
る
点
は
、
こ
の
多

様
な
歴
史
の
各
時
点
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
山
の
世
界
を
記
録
す
る
優
れ
た
書
物

を
遺
し
た
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
そ
れ

ら
先
人
が
創
造
し
た
世
界
に
い
な
が
ら
に

し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
登
山
は
身
体

運
動
と
読
書
と
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ

い
た
実
践
文
化
な
の
で
あ
る
。

一
九
七
五
年
、
日
本
山
岳
会
は
創
立
七

十
周
年
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ら
山
の
古
典

を
厳
選
し
た

『覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
』

（全
十
八
点
二
十
二
冊
）
を
企
画

・
編
集

し
、
大
修
館
書
店
か
ら
刊
行
、
そ
の
三
年

図
書
委
員
会

後
に
全
二
十
点
二
十
九
冊
を
収
め
る

『新

選
覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
』
を
上
梓
し
た
。

お
か
げ
で
、
入
手
困
難
な
山
岳
書
の
宝
庫

を
身
近
に
持
て
る
の
も
あ
り
が
た
か
っ
た

が
、
何
よ
り
も
本
好
き
を
喜
ば
せ
た
の
は

印
刷

・
造
本

・
資
材
な
ど
が
可
能
な
限
り

原
本
に
忠
実
に
復
元
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
登
山
文
化
史
の
後
発
世
代
の
悲
哀

は
こ
れ
に
よ
っ
て
随
分
と
慰
め
ら
れ
た
。

こ
の
た
び
日
本
山
岳
会
創
立
九
十
周
年

を
記
念
し
て
、
再
び
同
叢
書
が
特
別
頒
布

さ
れ
る
。
詳
細
は
下
段
の
広
告
や
版
元
か

ら
の
Ｄ
Ｍ
に
ゆ
だ
ね
る
が
、
定
価
は
二
十

年
前
と
同
じ
、
会
員
に
は
十
パ
ー
セ
ン
ト

の
割
引
価
格
で
提
供
し
、
収
益
の

一
部
は

版
元
か
ら
日
本
山
岳
会
に
還
元
さ
れ
る
と

い
う
。
か
つ
て
入
手
し
そ
こ
な
っ
た
会
員

諸
氏
に
は
ま
た
と
な
い
好
機
で
あ
ろ
う
。

（平
井
吉
夫
）

日
本
山
岳
会
創
立
田
周
年
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

《
日
本
山
岳
会
企
画
編
集
商
品
特
別
頒
布
》

、 /
．　
日
本
山
岳
会
企
画

・
編
集
　
大
修
館
書
店
発
行

①
覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著

定
価

１
９
５
、
７
０
０
円

会
員
特
別
割
引
価
格

１
７
６
、
１
３
０
円

１８
点
２２
冊
＋
解
題
書
＋
特
別
資
料
セ
ッ
ト

この機会に「山の文化的Ji重産」をぜひお揃え下さレ

③

新
選
覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著

鏡
評

胆
胸
鮮
鶴
円

２０
点
２９
冊
十
解
題
書
十
特
別
資
料
セ
ツ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
２
、
２
２
５
円

③
日
本
山
岳
会
「会
報
」第
一集
箭
特胴半
廃
「円

覆
刻
合
本
１
号
～
１００
号
（昭
和
５
年
～
１５
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
、
１
２
４
円

③
日
本
山
岳
会
「会
報
」第
二集
舗
特胴胸橿
『
円

覆
刻
合
本
１０１
号
～
２００
号
（昭
和
１６
年
～
昭
和
３３
年
）
　
　
　
　
　
　
１
２
、
９
７
８
円

Ｎ
・デ
ィ
ー
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
他
著

西
堀
栄
二
郎
・宮
下
啓
三

監
訳
　
大
修
館
書
店
発
行

定
価
　
１
８
、
５
４
０
円

会
員
特
別
割
引
価
格

１
６
、
６
８
６
円

＊
①
の
山
岳
名
著
セ
ッ
ト
に
は
③
が
、②
の
山
岳
名
著
セ
ツ
ト
に
は
④
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

〒
１０１

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
３
‐
２４

電
話
０３
‐
３
２
９
４
‐
２
２
２
１

○
図
説
百
科
山
岳
の
世
界

【会
員
特
別
割
引
価
格
実
施
期
間
】

１
９
９
５
年
５
月
～
１２
月

【申
込

・
問
合
せ
先
】

日
本
山
岳
会
事
務
局
（電
話
０３
‐
３
２
６
１
‐
４
４
３
３
）

【申
込
方
法
】

振
替
用
紙
に
商
品
名

・
部
数

。
金
額

・
住
所

ｏ
氏
名

ｏ
会
員
番
号

を
明
記
の
上
、
直
接
事
務
局
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

＊
そ
れ
ぞ
れ
部
数
僅
少
に
つ
き
申
込
順
に
送
付
致
し
ま
す
が
、
品
切
れ
の
場
合
は

ご
容
赦
下
さ
い
。

大
修
館
書
店
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JAC
支部だよリ

Ｅ
凹目
団

冬
の
十
勝
連
峰

上
ホ
ロ
カ
メ
ト
ッ
ク
山

・
三
段
山

平
成
六
年
度
の
最
終
行
事
十
勝
連
峰
は
二

月
十
八
～
十
九
日
の

一
泊
で
行
わ
れ
た
。
当

初
は
二
十
名
参
加
の
予
定
だ
っ
た
が
、
前
日

三
名
が
流
感
で
ダ
ウ
ン
し
、
十
七
名
が
参
加

し
た
。
札
幌
の
合
同
庁
舎
北
側
に
集
合
、
マ
イ
カ

ー
を
連
ね
て
出
発
、
上
富
良
野
町
営
の
国
民

宿
舎
カ
ミ
ホ
ロ
荘
に
宿
を
と
る
。
冬
山
の
厳

し
さ
を
考
え
、
夜
の
会
食
も
程
々
に
止
め
る
。

翌
十
九
日
は
上
ホ
ロ
ヵ
メ
ト
ッ
ク
山

（
一

九
二
〇
メ
ー
ト
ル
）、
三
段
山

（
一
七
四
八

メ
ー
ト
ル
）
と
二
班
に
分
か
れ
る
。
三
段
山

は
白
銀
荘
ヒ
ュ
ッ
テ
の
ほ
う
へ
車
を
回
し
、

ノ

蒻
全国各地の支部から,独自の活動状況を
リポートします。

ヒ
ュ
ッ
テ
前
か
ら
頂
上
ま
で
ス
キ
ー
で
登
る
（

粉
雪
の
山
ス
キ
ー
で
有
名
な
コ
ー
ス
で
あ
る

が
、
今
回
は
重
い
新
雪
が
腰
近
く
ま
で
あ
り
、

ト
レ
ー
ス
の
消
え
た
中
段
か
ら
は
猛
烈
な
ラ

ッ
セ
ル
を
強
い
ら
れ
、
頂
上
ま
で
二
時
間
四

十
五
分
か
か
っ
た
。

三
段
山
は
晴
れ
て
い
た
が
、
上
ホ
ロ
ヵ
メ

ト
ッ
ク
を
は
じ
め
十
勝
岳
な
ど
二
〇
〇
〇
メ

ー
ト
ル
前
後
の
頂
上
は
ガ
ス
の
中
で
あ

っ
た
（

一
方
上
ホ
ロ
ヵ
メ
ト
ッ
ク
班
も
ト
レ
ー
ス
の

な
い
と
こ
ろ
は
ラ
ッ
セ
ル
で
苦
労
し
た
が
、

化
け
物
岩
よ
リ
ア
イ
ゼ
ン
、
ピ
ツ
ケ
ル
の
領

域
と
な
り
、
頂
上
ま
で
三
時
間
半
か
か
っ
た

と
い
う
。
支
部
長
は
病
後
久
し
ぶ
り
の
ア
イ

ゼ
ン
で
感
激

一
人
で
あ

っ
た
。

こ
れ
で
六
年
度
の
支
部
山
行
は
事
故
も
な

く
す
べ
て
終
了
し
た
。

■
七
年
度
の
山
行
予
定

五
月
　
自
然
観
察

ハ
イ
キ
ン
グ

声
別
岳
登
山

七
月
　
大
千
軒
岳
と
砂
原
岳

十
月
　
武
華
山
観
月
山
行

二
月
　
無
意
根
山
イ
グ
ル
ー
泊
ま
り

（大
久
保
五
郎
）

蔵
王
・
樹
氷
林
を
滑
る
会

ま
だ
冬
の
帳
の
濃
い
二
月
四
、
五
日
に
、

蔵
王
で
支
部
山
行

「樹
氷
林
を
滑
る
」
会
を

開
催
し
た
。
例
年
と
く
ら
べ
て
雪
が
多
く
、

山
形
支
部

ス
キ
ー
は
楽
し
め
そ
う
だ
が
、
天
気
が
い
ま

ひ
と
つ
だ
。

今
回
は
山
の
原
点
に
浸
ろ
う
と
、
標
高

一

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
の
山
小
屋
を
使

っ
た
。

利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
山
形
山
岳
会
の
小
屋

は
、
故
後
藤
幹
次
翁
以
下
会
員
の
協
力
で
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、

電
話
、
寝
具
と
完
備
し
た
快
適
な
も
の
。
一二
一

十
八
年
間
も
立
派
に
維
持
し
て
い
る
山
岳
会

一

会
員
の
努
力
に
敬
服
す
る
も
の
で
あ
る
。　
　
一

四
日
は
そ
れ
ぞ
れ
、
三
々
五
々
に
集
合
。

「
せ

っ
か
く
蔵
王
に
き
た
の
だ
か
ら
、
リ
フ

ト
が
止
ま
る
ま
で
」
と
、
急
い
で
ス
キ
ー
に

出
か
け
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
日
没
前
の
ひ
と

と
き
だ

っ
た
。

夕
食
兼
懇
親
会
は
、
地
酒
あ
り
、
山
海
の

珍
味
あ
り
で
、
山
、
ス
キ
ー
、
動
植
物
の
生

態
、
保
護
な
ど
談
論
は
尽
き
な
い
。
折
原
会

員
の
奏
で
る
免
許
皆
伝
の
尺
八
の
見
事
な
音

色
が
、
静
か
な
雪
山
に
響
き
渡

っ
た
。

翌
五
日
、
地
蔵
岳

へ
と
向
か
う
。
天
候
は

昨
日
と
同
様
は

っ
き
り
せ
ず
、
深
い
ガ
ス
が

立
ち
こ
め
て
い
る
。
二
郎
岳
か
ら
パ
ラ
ダ
イ

ス
ヘ
、
そ
し
て
涸
沢
の
頭

へ
と
リ
フ
ト
を
乗

り
継
ぎ
、
ト
ド

マ
ツ
ヒ

ュ
ッ
テ
か
ら
ケ
ー
ブ

ル
で
地
蔵

へ
と
向
か
い
、
山
頂
駅
下
車
。
地

蔵
尊
に
全
員
で
安
全
祈
願
し
、
ザ
ン
ゲ
坂
を

一
気
に
滑
り
始
め
る
。
樹
氷
は
ま
だ
健
在
で
、

わ
れ
わ
れ
に
幻
想
の
ひ
と
と
き
を
与
え
て
く

れ
る
。
視
界
は
よ
く
な
い
が
皆
ス
キ
ー
は
達

者
。
中
に
は
思
い
余

っ
て
深
雪
に
潜

っ
て
も

が
く
者
も
い
る
が
、
自
然
と
接
す
る
に
は
こ

れ
が

一
番
だ
。

各
自
思
い
思
い
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
き
パ

ラ
ダ
イ
ス
ヘ
。
こ
こ
で
正
午
ま
で
フ
リ
ー
タ

イ
ム
。
各
々
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
レ
ン
デ
、
コ
ー

ス
ヘ
と
散

っ
て
ゆ
く
。
蔵
王
は
雪
質
、
雪
量
、

樹
氷
群
に
恵
ま
れ
、
ゲ
レ
ン
デ
も
豊
富
な
こ

と
で
、
こ
の
山
小
屋
を
利
用
し
て
の
企
画
も

恒
例
に
な
り
そ
う
だ
。
　
　
　

（長
岡
伸
恭
）

■
会
員
異
動

▼
物
故

猿
山
和
彦

（
一
〇
六
三
二
）
６

ｏ
９

ｏ
２３

増
本
茂

（
一
四
〇
五
）
７

ｏ
ｌ

ｏ
ｌ６
　
　
　
　
＞

宮
城
恭

一
（八
八
六
三
）
７

ｏ
４

・
６
　
　
　
１２

▼
退
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

岩
佐
敏
彦

（
一
〇

一
〇
八
）
７

ｏ
３

ｏ
３１

田
原
正
子

（九
四
八
〇
）
７

ｏ
４

ｏ
ｌ

塚
本
福
治
郎

（四
六
四
七
）
７

ｏ
４

ｏ
２４

山
田
光
興

（六
四
七
九
）
７

ｏ
４

・
３０

織
田
澤
孝
全

（
一
〇
六
三
〇
）
７

ｏ
４

・
３０

松
田
幸

一
（
一
一
五
三
六
）
７

ｏ
４

ｏ
３０

上
村
猛

（
一
一
三
六
五
）
７

ｏ
４

・
３０

冠
木
伊
右
衛
門

（六

一
二
九
）
７

ｏ
４

ｏ
３０

▼
終
身
会
員

木
村
俊
博

（三
五
二
八
）

久
保
三
朗

（四
〇
七
九
）

佐
久
間
高
男

（四
三
〇

一
）

進
藤
昭

（四
七
六
〇
）

北
林
嘉
鶴
子

（七
五
八
四
）
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■
四
月
定
例
理
事
会

日
時
　
四
月
十
三
日
十
八
時
四
十
分
～
二
十

時
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

一
【出
席
者
】
中
村
副
会
長
、
小
倉
、
大
倉
、　
一

一
大
森
、
村
井
、
山
口
、
片
岡
、
南
川
、
伊
藤
、一

一
南
井
、
堀
井
、
溝
口
、
中
川
、
大
谷
各
理
事
、一

一
中
島
、
川
崎
各
監
事
、
斎
藤
、
西
村
各
常
任

一

一
【委
任
】
藤
平
会
長
、
松
浦
、
水
野
各
理
事
、一

一
湯
浅
、
宮
下
、
神
崎
各
常
任
評
議
員
　
　
　
一

一
（渡
邊
、
山
本
各
理
事
、
重
廣
常
任
評
議
員

一

一　

は
マ
カ
ル
ー
登
山
隊
参
加
中
）
　
　
　
　
一

議
事
に
先
立
ち
、
入
院
中
の
藤
平
会
長
が

四
月
十
五
日
に
退
院
し
、
五
月
理
事
会
に
は

出
席
す
る
予
定
と
、
小
倉
常
務
理
事
か
ら
報

告
さ
れ
た
。

【審
議
事
項
】

０
　
山
岳
名
著
覆
刻
版

・
会
報
合
本
の
販
売

促
進
協
力
の
件
　
　
　
　
　
　
南
井
、
小
倉

マ
カ
ル
ー
登
山
資
金
集
め
の

一
環
と
し
て
、

い
大
修
館
書
店
か
ら
申
し
出
が
あ
り
、
本
会

へ
の
還
元
金
も
期
待
さ
れ
る
。

「覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
」

一
九
七
五
年
発

行

ｏ
十
九
万
円

「新
選
覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
」

一
九
七
八

年
発
行

・
十
七
万
五
千
円

「会
報

一
～

一
〇
〇
号
覆
刻
合
本
」

一
万
三

千
円

「会
報

一
〇

一
号
～
二
〇
〇
号
覆
刻
合
本
」

一
万
四
千
円

期
間
＝
五
月
～
十
二
月

会
長
の
推
薦
文
を
出
し

「山
」
に
広
告
を
掲

載
す
る
。

「
日
本
山
岳
会
七
十
周
年
記
念
版
と
し
て
発

売

・
好
評
を
博
し
た
が
、
改
め
て
会
員
に
Ｐ

Ｒ
す
れ
ば
、
多
く
の
購
読
者
を
得
る
こ
と
が

可
能
と
考
え
る
」
＝
南
井
　
　
　
　
　
承
認

０
　
展
示
資
料
の
借
用
申
し
込
み
　
　
小
倉

植
村
記
念
財
団
か
ら
、
植
村
直
巳
の
エ
ベ

レ
ス
ト
登
山
二
十
五
周
年
と
し
て
四
月
二
十

九
日
～
十

一
月
二
十
三
日
ま
で
記
念
展
を
開

く
が
、
本
会
が
所
有
す
る
資
料
借
用
の
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
。

資
料
委
員
会
で
大
町

・
松
本
各
山
岳
博
物

館
に
照
介
し
た
上
で
対
応
に
当
た
る
＝
山
口
承
認

日
　
春
山
と
雪
崩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

名
義
後
援
要
請
の
件
　
　
　
　
　
　
　
片
岡

日
程
　
四
月
二
十
二
日
０
十
三
時
～
十
七
時

場
所
　
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー

主
催
者

（山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
協
議
会

ｏ
Ｏ
日

本
山
岳
協
会
）
か
ら
後
援
の
要
請
が
あ
っ
た
。

承
認

四
　
マ
カ
ル
ー
登
山
隊
の
件
　
　
　
　
村
井

①
マ
カ
ル
ー
登
山
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

②
登
山
隊
の
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉

＞

・
文
部
省
ス
ポ
ー
ツ
基
金
か
ら
七
百
万
円
の
　
１３

認
可

・
給
付
が
内
定
し
た
。　
　
　
　
　
　
＜

ｏ
四
月
の
支
払
金
と
し
て
六
百
六
十
万
円
を

本
会
よ
り
立
替
払
い
す
る
。
こ
れ
は
カ
ル

カ
ッ
タ
～
コ
ダ
リ
の
運
送
費
、
イ
ン
マ
ル

サ
ッ
ト
の
使
用
料
な
ど
で
あ
る
。
　

承
認

０
　
九
十
周
年
合
同
募
金
の
現
状

（四
月
八

日
現
在
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
倉

会
員
募
金
　
七
百
八
十
九
名

二
四
四
八

ｏ
八
日

一
千
三
百
二
十
四
万
四
千
円

企
業
募
金
　
六
十
四
社

一
千
六
百
九
十
五
万
円

な
お
、
総
会
通
知
書
に
振
替
用
紙
を
同
封

し
、
会
員
に
は
再
度
の
要
請
を
行
う
。
承
認

閃
　
通
常
総
会
提
出
議
案
の
件

登山における呼吸法

浜口欣―
(国立佐倉病院臨床検査科病理)

生体が生命を維持するために必要な

酸素を取り入れ、物質代謝の結果生じ

た炭酸ガスを排出する働きを呼吸とい

う。肺胞内の空気と血液との間のガス

交換を肺呼吸、血液と組織細胞との間

のガス交換を細胞呼吸という。

つまり血液を介して空気中の酸素は

組織に運ばれ、組織の炭酸ガスは空気

中に排出される。肺では炭酸ガスの多

い呼気と外界の空気とを交換する。こ

れを換気という。換気は呼吸運動に

よって行われ、脳の呼吸中枢によって

自動的に調節されている。登山をする

にあたって換気は、心・循環系ととも

に重要である。

では効率のよい換気はどうすればよ

いか。呼吸運動には、胸郭挙上、横隔

膜沈下によって胸腟容積が拡大し空気

が受動的に流入する吸息運動と、胸郭

の沈下、横隔膜の挙上によって空気が

排出される呼息運動からなる。胸郭の

運動による呼吸を胸式呼吸、横隔膜の

運動による呼吸を腹式呼吸という。通

常は両者が合併した胸腹式呼吸である。

登山では意識的に横隔膜を動かす深

い呼吸によって、肺の隅々まで空気を

入れて、炭酸ガス交換をする腹式呼吸

のほうが効率がよい。登山中に息苦し

くなってハアーハアーする浅い呼吸は、

血中の炭酸ガスの濃度を高めて換気克

進 (hyperventilation)を 起こし、 呼
吸困難をきたすことがある (過換気症

候群)。 逆に、深い呼吸を続けると血

中の炭酸ガスの呼出によって低炭酸症

となり、中枢神経系の興奮性が克進し

て痙攣を起こすことがある。

行動中呼吸を整えるときには、呼吸

運動の化学的調節としての炭酸ガスが

重要な働きをしていることを念頭に入

れた呼吸法を行うことがよい。

圏 朧

Ｈ
囲
一
Ｌ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
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①
平
成
六
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て
　
大
倉

四
月
十
日
、
総
務
担
当
常
務
理
事
、
財
務

担
当
常
務
理
事
立
ち
会
い
の
も
と
に
、
中
島
、

川
崎
両
監
事
に
よ
り
監
査
の
結
果
、
記
帳
は

正
確
で
あ
り
、
支
出
は
妥
当
で
あ
る
旨
の
報

告
が
な
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

②
組
織
の
見
直
し
と
、
細
則
の

一
部
改
定
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
副
会
長

一
月
二
十
日
、
二
月
二
十
三
日
と
二
回
の

臨
時
理
事
会
、
二
月
理
事
会
を
経
て
ま
と
め

た
。
こ
れ
に
伴
う
細
則
の
第
二
条
、
第
二
条

第
四
項
、
第
四
条
、
第
十
二
条
の

一
部
改
定

と
、
今
後
二
年
間
を
試
行
期
間
と
し
て
発
足

す
る
旨
を
総
会
提
案
と
す
る
。
　
　
　
承
認

③
役
員
人
事
の
件
に
つ
い
て
　
　
　
　
小
倉

理
事
、
評
議
員
に
つ
い
て
は
、
候
補
を
あ

げ
て
次
回
の
理
事
会
に
承
認
を
求
め
る
こ
と

と
す
る
。

ｕ
　
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
登
山
隊
の
件

科
学
研
究
委

・
大
蔵

第
六
次
と
し
て
現
役
学
生
五
名
を
含
む
０

Ｂ

ｏ
高
年
者
な
ど
十
名
で
実
施
の
予
定
で
あ

る
。
登
山
に
対
す
る
現
地
へ
の
本
会
代
表
者

名
の
嘆
願
書
を
要
請
し
た
い
。
　
　
　
承
認

ｎ
　
議
事
録
署
名
人
の
件
　
　
　
　
　
小
倉

四
月
理
事
会
議
事
録
署
名
人
に
大
森
理
事
、

南
井
理
事
、
五
月
総
会
議
事
録
署
名
人
に
南

川
理
事
、
溝
口
理
事
に
。
　
　
　
　
　
承
認

【委
員
会
報
告
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

●
図
書
委
員
会
　
第
二
回
「古
道
を
尋
ね
て
」
一

を
企
画
。
五
月
二
十
七
日
田
、
笹
子
駅

・
十

一
時
集
合
、
笹
子
峠
を
歩
く
。

●
総
務
委
員
会
　
五
月
二
十
日
田
、
支
部
長

会
議
を
水
道
橋
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
行
う
。

●
集
会
委
員
会
　
四
月
九
日
同
弘
法
山
で
サ

ク
ラ
ハ
イ
ク
、
鶴
巻
温
泉

参
加
者
三
十
数
名
。
五
月
二
十
五
日
困
片
岡

氏
を
講
師
に
ル
ー
ム
で
山
菜
勉
強
会
。
六
月

十
日
～
十

一
日
、
守
門
岳
近
辺
で
若
葉
会
山

行
。
■
評
議
員
会

日
時
　
四
月
十

一
日
四
　
十
八
時
～
二
十

一

時
三
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

【出
席
者
】
中
村
副
会
長
、
斎
藤
、
西
村
、

湯
浅
常
任
評
議
員
、
西
丸
、
村
木
、
國
見
、

広
江
、
山
田
、
松
田
、
田
中
、
梅
木
、
宮
本
、

徳
久
、
田
部
井
各
評
議
員

【委
任
】
宮
下
、
神
崎
常
任
評
議
員
、
小
須

田
評
議
員

議
事
に
先
立
ち
常
任
評
議
員
の
互
選
に
よ

り
議
長
に
西
村
常
任
評
議
員
を
選
出
し
た
。

議
事
０
　
平
成
七
年
度
通
常
総
会
提
出
議
案
の
件

定
款
三
十
二
条
に
も
と
づ
き
理
事
会
が
作

成
し
た
原
案
を
評
議
員
会
と
し
て
も
以
下
の

四
件
を
了
承
す
る
。

①
平
成
六
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て
　
②
日

本
山
岳
会
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
　
③
日

本
山
岳
会
細
則
改
定
に
つ
い
て
　
第
二
条
、

第
二
条
、
第
四
条
、
第
十
二
条
　
④
平
成
七

年
度
除
籍
予
定
対
象
者
に
つ
い
て

報
告
事
項

田
　
マ
カ
ル
ー
登
山
隊

一
九
九
五
現
況

②
　
マ
カ
ル
ー
九
十
周
年
合
同
募
金

（四
月

八
日
現
在
）
企
業
六
十
三
社
　
一
千
四
百
九

十
五
万
円

（入
金

一
千
三
百
六
十
八
万
円
）

会
員
　
七
百
八
十
九
人
　
一
千
三
百
二
十
四

万
四
千
円

０
　
役
員
人
事

会
長
よ
り
今
回
の
評
議
員
会
で
再
度
検
討

い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
再
度
お

願
い
し
た
い
旨
提
案
が
あ
り
討
論
に
入

っ
た
。

会
長
　
村
木
潤
次
郎

副
会
長
　
宮
下
秀
樹
、
斎
藤
惇
生

以
上
の
案
に
全
会

一
致
で
推
薦
す
る
こ
と

を
決
め
る
。
な
お
他
の
役
員
候
補
に
つ
い
て

は
議
事
録
発
送
ま
で
に
絞
り
込
み
、
同
時
に

各
評
議
員
に
お
知
ら
せ
し
、
追
認
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

ヨ
■
Ｅ
Ｅ

口
回

団

４
月
４
日
　
九
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会

ｏ
募
金

委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク

ラ
ブ

５
日
　
青
年
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

今

年

も

，
い
倅

Ｔ
ヽ
で
会

い
ま

し

ょ
う

６

日

７

日

１１

日

１２

日

１３

日

１４

日

１７

日

１８

日

２５

日

２６

日

２７

日
24 20 19
日 日 日

九
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会

・
実
行

委
員
会
　
学
生
部

学
生
部
　
資
料
委
員
会

会
計
監
査
　
図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ

イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

評
議
員
会
　
二
火
会
　
ア
ル
パ
イ
ン

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

百
年
史
委
員
会
　
９３
同
期
会

理
事
会
　
学
生
部
　
青
年
部

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
自
然
保
護

専
門
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
総
務
委
　
１４

員
会
　
常
務
理
事
会
　
　
　
　
　
　
　
＜

科
学
委
員
会
　
自
然
保
護
専
門
委
員

会三
水
会
　
山
研
委
員
会

学
生
部

九
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会

ｏ
財
務

委
員
会
　
青
年
部

自
然
保
護
委
員
会
　
九
十
周
年
記
念

事
業
委
員
会

・
デ
ー
タ
バ
ン
ク
研
究

委
員
会

資
料
委
員
会
　
山
の
自
然
学
研
究
会

九
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会

・
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会

学
生
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

４
月
来
室
者
５７４
名
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◆
初
夏
の
高
尾
山
を
写
そ
う

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

第
六
回
写
真
撮
影
教
室

・
ハ
イ
キ
ン
グ
を

（五
月
号
で
予
告
）
予
定
通
り
開
催
し
ま
す
。

集
合
　
七
月
二
日
同
　
九
時
三
十
分
　
京
工

帝
都
電
鉄
高
尾
山
口
駅
改
札
日
前

持
参
　
ヵ
メ
ラ

・
ビ
デ
オ
な
ど

（
コ
ン
パ
ク

ト
ヵ
メ
ラ
で
十
分
可
）、
弁
当
。

＊
九
月
末
日
、
北
ア
ル
プ
ス
立
山
周
辺
で
の

撮
影
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
創
立
九
十
周
年
記
念

岐
阜

・
京
都
プ
ロ
ッ
ク
行
事

岐
阜

・
京
都
両
支
部
で
は
協
議
の
結
果
左

記
の
よ
う
に
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

○
式
典

ｏ
記
念
講
演

日
時
　
七
月
八
日
０
十
六
時
～
二
十
時

会
場
　
ダ
イ
ニ
ッ
ク

『
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
天

究
館
』
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町

講
師
　
伊
谷
純

一
郎
氏

（京
都
大
学
名
誉
教
授

ｏ
霊
長
類
学
専
攻
）

演
題
　
今
西
錦
司
先
生
と
の
山
行

・
サ
ル
研

究
を
め
ぐ

っ
て

会
費
　
八
千
円

（懇
親
会
費
を
含
む
）

○
記
念
行
事

（イ
、
口
い
ず
れ
か
を
選
択
）

日
時
　
七
月
九
日
同

場
所
　
イ
、
鈴
鹿
山
脈
　
御
池
岳
山
行

口
、
探
検
の
殿
堂
見
学

参
加
申
込
　
六
月
二
十
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

＊
岐
阜
支
部
員
は

〒
五
〇
〇
岐
阜
市
加
納
鉄
砲
町
四
―
三
七

岐
阜
支
部
事
務
局
高
木
基
揚
宛

＊
京
都
支
部
員
は

〒
六
〇
三
京
都
市
北
区
紫
野
上
築
山
町
四
三

―
三
京
都
支
部
事
務
局
杉
山
イ
タ
ル
宛

＊
両
支
部
以
外
の
方
は
京
都
支
部
ヘ

◆
九
十
周
年
記
念
式
典

・
中
部
プ
ロ
ッ
ク

八
月
二
十
六
～
二
十
八
日
に
山
梨
県
下
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
六
月
二
十
～

七
月
二
十
日
、
各
支
部
担
当
者
へ
。
詳
細
案

内
は
七
月
号
に
掲
載
。
幹
事

ｏ
山
梨
支
部

◆
上
高
地
の
自
然
を
ご
案
内
し
ま
す

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

ｏ

自
然
保
護
委
員
会

・
山
の
自
然
学
研
究
会

昨
夏
登
場
し
た
イ
ン
タ
プ
リ
タ
ー
が
、
今

年
も
八
月

一
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
山
研
に

常
駐
し
ま
す
。
上
高
地
の
自
然
を
観
察
し
な

が
ら
、
自
然
学
の
感
動
を
お
伝
え
し
た
い
と

い
う
趣
旨
で
す
。

梓
川
の
渓
谷
、
上
高
地
に
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
深
い
自
然
史
の
意
味
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

山
研
に
事
前
に
連
絡
さ
れ
る
か
、
当
日
常

駐
の
本
人
に
直
接
申
し
込
ま
れ
て
も
結
構
で

す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

◆
ジ
ャ
ッ
ク
９３
会

・
第
二
回
登
山
集
会

昨
年
秋
の
第

一
回
上
高
地
は
好
評
で
し
た
。

今
年
も
再
度
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
九
月
二
十
日
田
～
十
月

一
日
同

場
所
　
上
高
地
山
岳
研
究
所

日
程
　
九
月
二
十
日
十
六
時
　
山
研
集
合

オ
プ
シ
ョ
ン
の
霞
沢
岳
へ
行
く
人
は

二
十
九
日
夜
、
徳
本
小
屋
に
宿
泊
の

こ
と

（予
約
は
各
自
で
）

会
費
　
七
千
円
（宿
泊
費
、懇
親
会
費
な
ど
）

申
込
　
封
書
で
住
所
、
氏
名
、
会
員
番
号
、

電
話
、
生
年
月
日
を
明
記
の
上
、
七

月
二
十

一
日
ま
で
に
日
本
山
岳
会
ジ

ャ
ッ
ク
９３
会
宛
。
（住
所
、
氏
名
記

入
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
と
）

問
合
せ
　
森
田
英
昭

（
〇
三
―
二
九
九
二
―

二
五
五

一
）
十
八
時
以
降

代
表
幹
事

ｏ
星
野
幸
太
郎

◆
今
年
の
年
次
晩
餐
会
の
お
知
ら
せ

毎
年
十
二
月
に
行
わ
れ
て
い
る
年
次
晩
餐

会
は
、
十
月
十
四
日
予
定
の
九
十
周
年
記
念

晩
餐
会
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

◆
藤
江
幾
太
郎

ｏ
山
の
画
展

・
第
四
十
回

日
時
　
七
月

一
日
～
七
日
　
十

一
時
～
十
八

時

（日
曜
、
最
終
日
十
七
時
）

場
所
　
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（Ｊ
Ｒ
有

楽
町
、
地
下
鉄
丸
の
内
線
銀
座
Ｃ
４

朝
日
旅
行
セ
ン
タ
ー
隣
　
〇
三
―
三

五
二
五
―
七
七
四
〇

◆
写
真
展
「岩
橋
崇
至
の
世
界
―
空
の
深
淵
」

白
頭
山
、
ロ
ッ
キ
ー
、
ア
ル
プ
ス
大
縦
走
、

黒
部
渓
谷
、
北
ぐ
に
の
山
々
の
五
十
六
点
を

展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料

日
時
　
七
月
十

一
日
“
～
八
月
六
日
同

場
所
　
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
Ｆ
棟

問
合
せ
　
０
フ
ォ
ネ
ラ
マ
ｏ
佐
藤
美
知
子

Ｔｅｌ
Ｏ
三
―
三
四

一
四
―
九
九
六
三

Ｆａｘ
Ｏ
三
―
三
四

一
四
―
九
九
六
四

〓
編
集
後
記
事

マ
カ
ル
ー
峰
登
頂
の
記
事
を
本
号
の
ト
ッ

プ
に
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
五
月
二

十
六
日
付
け
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
重
廣
隊

長
の
生
々
し
い
報
告
で
す
。

本
号
の
原
稿
締
切
り
は
五
月
十
日
。
六
月

＞

号
に
は
ぜ
ひ
載
せ
た
い
と
、
ト
ッ
プ
の
ス
ペ
　
ー５

１
ス
を
あ
け
て
、
朗
報
を
待
ち
ま
し
た
。
そ
　
＜

し
て
、
五
月
末
の
初
稿
に
す
べ
り
込
み
で
間

に
合

っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

く
わ
し
い
登
頂
記
は
、
い
ず
れ
掲
載
す
る

予
定
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
（伊
藤
　
敵
）
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